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研究成果の概要（和文）：わが国で増加している非正規雇用（パート、アルバイト、派遣社員、

嘱託その他）が労働者の健康に及ぼす影響を明らかにするため、非正規雇用者の健康に関する

国内外の先行研究をレビューし、非正規雇用者の健康状況や医療関連行動に関する実証研究、

および事業所の健康診断及び公的統計データを用いた疫学研究を行った。その結果、概して非

正規雇用は健康状態が不良であること、労務上のけがが多く、医療へのアクセスに限りがある

傾向や病気による休職や欠勤が正規雇用者と比べ少ないこと等が認められた（レビュー）。また

心身の症状が多く、通院を中断したり労災申請が行えない事例が多く、医療保険未加入や健康

診断が未受診となるリスクが高いとの知見を得た（実証研究）。さらに、非正規雇用者の就労ス

トレスは正規雇用者と質的に異なること、フルタイムの非正規雇用者では不安・抑うつや喫煙

リスクが高いこと、2000 年前半労働者の主観的健康感が悪化した事などが明らかとなった（疫

学研究）。 

 

研究成果の概要（英文）：Recent studies suggest that unstable employment contracts may affect the 

health of workers. We investigated the health status of Japanese workers with precarious 

employment contracts (part-time, dispatched, and contract/non-regular workers, etc.) to that of 

permanent workers using the previous researches, interviews, health examinations and national 

statistics. As a result, the followings were clarified: Precarious workers often have poor health 

status, fewer sickness absences and injuries related to labor affairs (literature review); precarious 

workers tend to have subjective symptoms, there are many cases where they discontinue hospital 

visits or where they cannot apply for workers' accidents compensation, and they tend to have being 

uncovered by health insurances or not receiving medical examinations (interviews); full-time 

precarious workers have higher risk of suffering psychological distress and smoking habits, and 

that workers’ self-rated health deteriorated during the first half of the year 2000 (epidemiological 

studies). 
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１．研究開始当初の背景 

わが国の労働者の雇用環境は近年大きく
変貌し、平成 19 年時点での非正規雇用者（パ
ート、アルバイト、契約社員、派遣社員）は
全雇用者の 33%（1732 万人)で、過去 10 年間
一貫して増加している（労働力調査）。また
わが国で年収 200 万円以下の給与所得者は
22.8％(1023 万人)に達し、それらの多くは非
正規雇用労働者である。法規制緩和の結果、
彼らは正規雇用者と同等の業務負荷を担い、
雇用継続に伴う心理的圧力を受け、心身両面
での健康障害を受けやすいことが指摘され
ている。 

近年の労働者の健康問題として、過重労働
による心疾患・脳血管障害、うつ病などがク
ローズアップされているが、これらには個人
の生活習慣のみならず、雇用形態を含む労働
環境が影響を及ぼしている。非正規雇用労働
者を対象とした先行研究より、非正規雇用者
と正規雇用者とでは健康状態および生活習
慣や健康関連行動に違いがあり、それらが生
活習慣病やメンタル関連疾患などの発症因
子として作用する可能性がある。現在、非正
規雇用者は35歳未満の若年層を中心に増加
しているが、今後も雇用の流動化が継続すれ
ば各年齢層での非正規雇用が増加し、生活習
慣病やうつ病等の健康障害の発生頻度が増
加する可能性が高い。 

わが国では、雇用形態と健康についての研
究は立ち遅れているが、不安定雇用が労働者
の健康に与える影響について調査・検討する
ことは、少子高齢化が進行するわが国におい
てきわめて重要な意味を持っている。 

 

２．研究の目的 

本研究では、不安定雇用の健康への影響に
ついて身体・心理面の双方から検討する。正
規・非正規雇用者の健康状態とその背景因子
を探る学術研究を通して、わが国の労働市場
の現状で実施可能な産業保健活動のあり方
を提示することを目的とする。 

本研究は、非正規雇用者のみならず国民全
体の将来的な健康問題の発生予測や予防に
つながると考えられ、本研究で得られた結果
は、産業保健分野以外にも臨床医学、労働経
済や少子高齢化問題等に関連した法社会学
領域、国民衛生に関連する政策上の資料とな
ることが期待される。 

 

３．研究の方法 

非正規雇用者は一定の職場にとどまりに
くく、産業保健活動の対象から外されている
事業所も多いため、職域の健康診断データや
労働統計のみで非正規雇用労働者の健康状
況を評価することは困難である。また「非正
規雇用」に関する呼称や定義が国や資料によ

って異なるため、結果の一元的な解釈が困難
という問題点がある。これらを踏まえ、以下
の方法で研究を進める。 

 

１） 文献調査(レビュー) 

雇用形態に関する既存の資料・文献のう
ち健康に関連するものを分類・整理し研
究を進めるにあたっての指標とする。 

２） 調査研究（実証研究） 

非正規雇用者の健康について実態調査
を行い、現状での問題点を明らかにする。 

３） 疫学研究 

労働者の健康情報、および雇用形態を含
む就労因子や所得などの社会経済因子
が含まれる資料（既存の統計資料等）を
検索し、それらを用いて労働者の健康を
雇用形態別に比較し、不安定雇用が影響
を及ぼす健康指標を調べるとともに、そ
れらに関連する関連因子についても明
らかにする。 

 

４．研究成果 

① 既存研究のレビュー 

非正規雇用に関連するキーワードをもと
に，MEDLINE と医中誌web より文献を入手
し非正規雇用の定義，主な研究結果について
整理して分析した。その結果、概して非正規
雇用で健康状態が不良であると結論づけた
研究が多くみられた。その他医療へのアクセ
スについて限りがある、という傾向や正規雇
用者と比べ病気による休職や欠勤が少ない
という傾向が認められた。 

 

② 非正規雇用労働者への聞き取り調査 

2009 年に起きた非正規雇用者の大量解雇
（派遣切り）により発生した「年越し派遣村」
の元労働者 96 名への健康調査を行った。その
結果、これらの労働者では心身の症状が多く、
傷病に対し受療を中断したり労災申請が行え
なかった事例が多いこと、医療保険未加入や
健康診断が未受診である割合が常用雇用者よ
り顕著に高いことが判明した。 

 

③疫学研究 

１） 事業所内健診データを用いた横断研究 

某事業所の研究職の健康診断データ
を用いて、非正規雇用(任期制)と正規雇
用(終身制)におけるメンタルヘルスの状
況について雇用形態別に比較した。その
結 果 、 仕 事 ス ト レ ス (Effort-reward 

imbalance)の強度は終身制雇用者の方が
強いものの、それらの構成因子は雇用形
態によって違いが認められた。また事業
所内クリニックの利用状況についても
違いがみられ、任期制研究者ではメンタ
ルヘルスに起因した受診率が高いこと



が認められた。 

 

２） 国民生活基礎調査を用いた横断研究 

厚生労働省より目的外使用の承認を受
けた国民生活基礎調査の単年度（2007

年）データを用いて、非正規雇用者の健
康状況を正規雇用者と比較した。その結
果、非正規雇用者は主観的健康感や有症
率、不安・抑うつ状態、喫煙率等が正規
雇用者より高く、特にフルタイム労働に
従事する非正規雇用者では不安・抑うつ
や喫煙のリスクが高かった。 

 

３） 国民生活基礎調査を用いた縦断的研究 

同調査の多年度データ（2001，2007 年）
を用いて、労働者の主観的健康感、有症
率および通院率を Age-Period-Cohort モ
デルを用いて解析した。その結果、観察
期間中労働者の主観的な健康感や有症
率は悪化しており、特に正規雇用者での
悪化が顕著であったが、これらの変化に
は非正規雇用の増加に伴う正規雇用者
への業務負荷の増大等の就労環境の変
化が関連するものと考えられた。 

 

④研究結果の国民への公開、啓蒙 

上記の結果は学術雑誌や学会で発表すると
ともに、市民を対象としたシンポジウムを開
催して非正規雇用問題に取り組む様々な団
体と情報を共有し、効果的な取り組みについ
て議論を行った。また国民へ広く啓蒙するこ
とを目的に出版物（非正規雇用と労働者の健
康）を刊行した。 
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